
　
こ
れ
ま
で
は
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
が

提
案
す
る
も
の
」
と
い
っ
た
考
え
方
が
あ
り

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
行
政
が
提
案
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
が
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
形

に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
課
題
な
ど
に
対

応
で
き
る
、住
民
が
主
体
と
な
っ
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
で
す
。

　
住
民
協
働
事
業
制
度
に
は
、
公
共
的
な
課

題
の
解
決
ま
た
は
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
事
業
で
、「
自
分
た
ち
な
ら
こ
の
よ
う
な

方
法
で
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
」
と
い
っ
た
、
住
民
の
皆
さ
ま
か
ら
企
画

立
案
し
て
い
た
だ
く
「
住
民
提
案
型
事
業
」

と
、
町
が
特
定
の
課
題
な
ど
を
提
案
し
た
も

の
に
、
住
民
の
皆
さ
ま
が
企
画
立
案
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
「
行
政
提
案
型
事
業
」

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、「
住
民
提
案
型
事
業
」
を
募
集
し

ま
す
。
提
案
内
容
は
自
由
で
す
。

▼
住
民
協
働
事
業
と
は

令
和
9
年
度
利
根
町
住
民
協
働
事
業
（
住
民
提
案
型
事
業
）
募
集

実現性
実施前提

協働の効果
住民満足度

先駆性
発展性

公益性
必要性

提
案
団
体
が
計
画
書
ど
お
り
に

実
現
す
る
こ
と
が
可
能
な
事
業

協
働
に
よ
り
相
乗
効
果
が
期
待

で
き
、
ま
た
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
事
業
で
あ
り
、
住
民

の
満
足
が
得
ら
れ
る
事
業

工
夫
や
ア
イ
デ
ア
が
あ
り
、
交

流
人
口
※
の
拡
大
や
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
事
業

団
体
が
主
体
と
な
っ
て
実
施
す

る
事
業
で
あ
り
、
地
域
課
題
の

解
決
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
事
業

●補助の対象となる事業

※交流人口…地域交流、観光など様々な目的
　　　　　　を持って町を訪れる人

▼
事
業
実
施
期
間

　
令
和
９
年
４
月
１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

▼
応
募
団
体
の
要
件

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
団
体

に
限
り
ま
す
。

①
主
た
る
活
動
の
場
が
町
内
に
あ
る
こ
と
。

②�

５
人
以
上
の
構
成
員
を
有
し
、
そ
の
過
半

数
が
町
内
に
在
住
・
在
勤
ま
た
は
在
学
し

て
い
る
こ
と
。

③�

団
体
の
代
表
者
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
、

会
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

※�

団
体
と
は
、「
町
民
活
動
団
体
」（
住
民
が

自
由
な
意
思
で
集
ま
り
、
自
ら
定
め
た
規

範
に
従
っ
て
町
民
活
動
を
行
う
団
体
）
を

い
い
、
行
政
区
や
自
治
会
な
ど
の
一
定
地

域
に
居
住
し
て
い
る
人
々
の
集
団
は
除
き

ま
す
。

▼
補
助
金

●��

住
民
提
案
型
事
業
ス
タ
ー
ト
型

　
１
年
限
り　
上
限
５
万
円

※�

設
立
か
ら
３
年
以
内
の
団
体
が
実
施
す
る

事
業
が
対
象
で
す
。

※�

補
助
対
象
経
費
と
し
て
、
備
品
の
購
入
が

認
め
ら
れ
ま
す
。

※�

同
一
年
度
に
お
い
て
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
型

と
の
併
用
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
住
民
提
案
型
事
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ｉ
型

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10　
（
１
年
間

あ
た
り
上
限
20
万
円
）

※
設
立
後
１
～
３
年
目
の
団
体
が
実
施
す
る

事
業
が
対
象
で
す
。

※�

ス
タ
ー
ト
型
の
対
象
と
な
る
団
体
で
あ
っ

て
も
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅰ
型
か
ら
申
請

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

※
備
品
の
購
入
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

●
住
民
提
案
型
事
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅱ
型

　

�

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１　
（
１
年
間

あ
た
り
上
限
１０
万
円
）

※�

設
立
後
４
～
５
年
目
の
団
体
で
あ
っ
て
、

「
住
民
提
案
型
事
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅰ

型
」
と
し
て
３
年
間
の
補
助
を
受
け
た
事

業
が
対
象
で
す
。

※
備
品
の
購
入
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
事
業
提
案
の
募
集
期
間

　
９
月
30
日
㈬
ま
で

▼
必
要
書
類

　
事
業
提
案
書
や
事
業
計
画
な
ど
の
提
出
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
「
令
和
９
年
度
住
民
協

働
事
業
募
集
要
項
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
募
集
要
項
」
お
よ
び
「
申
請
書
類
一
式
」

は
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
役
場
政
策
企
画

課
・
と
ね
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
・
利
根
町
文
化

セ
ン
タ
ー
・
利
根
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・

利
根
町
図
書
館
・
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
布
川
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
経
費

　

補
助
対
象
経
費
は
、「
報
償
費
」・「
人
件

費
」・「
旅
費
」・「
印
刷
製
本
費
」・「
食
糧
費
」・

「
通
信
運
搬
費
」・「
保
険
料
」・「
使
用
料
お

よ
び
賃
借
料
」・「
業
務
委
託
料
」・「
そ
の
他
」

で
す
。
た
だ
し
、
各
項
目
に
お
い
て
内
容
に

よ
り
対
象
外
の
経
費
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※�

備
品
購
入
は
ス
タ
ー
ト
型
の
み
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
審
査
会

　
提
出
さ
れ
た
事
業
提
案
書
な
ど
に
基
づ
き

「
利
根
町
住
民
協
働
事
業
審
査
会
」
に
て
審

査
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
審
査
に
際
し
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
Ⅰ

型
の
提
案
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
提
案
団

体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
審
査
会
で
は
、
事
業
提
案
書
な
ど
の
書
類

審
査
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ス

タ
ー
ト
型
は
書
類
審
査
の
み
）
の
結
果
に
よ

り
、
事
業
の
採
択
ま
た
は
不
採
択
を
決
定
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　
政
策
企
画
課　
地
域
振
興
係　

　
☎
６８
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
３
２
）
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暮らしの情報欄
　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
認
定

を
受
け
て
い
る
方
は
、
８
月
31
日
㈪
ま
で
に

現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
現
況
届

の
用
紙
な
ど
は
、
７
月
末
に
郵
送
し
ま
し

た
。）

　
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
支
給
額
が
見
直

し
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
監
護
す
る
児
童
お
よ
び
父
ま
た
は

母
が
、
養
育
費
用
と
し
て
受
け
取
る
金
品
な

ど
は
、
そ
の
８
割
が
所
得
と
し
て
加
算
さ
れ

ま
す
の
で
「
養
育
費
に
関
す
る
申
告
書
」
に

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

届
出
が
な
い
場
合
、
11
月
以
降
の
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

▼
児
童
扶
養
手
当
と
は

　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成

さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進

に
寄
与
し
、
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

受
給
に
は
子
育
て
支
援
課
へ
の
申
請
（
認

定
請
求
）
が
必
要
で
す
。

▼
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
あ
る
児
童
お
よ
び
心
身
に
お
お
む
ね

中
度
以
上
の
障
が
い
を
有
す
る
場
合
は
20
歳

未
満
）
を
監
護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
る
父
・
母
ま
た
は
そ
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
（
養
育
者
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・�

父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
が
い
の
状

態
に
あ
る
児
童

・�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

童
・�

父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
も
し
く
は

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た
児
童

・�

母
が
児
童
を
懐
胎
し
た
と
き
の
事
情
が
不

明
で
あ
る
児
童

※�

次
の
よ
う
な
場
合
は
対
象
外
で
す

・�

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
た

り
、
里
親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

・�

父
・
母
ま
た
は
養
育
者
が
婚
姻
の
届
出
は

し
な
く
て
も
、
事
実
上
の
婚
姻
関
係
（
内

縁
関
係
な
ど
）
が
あ
る
と
き

※�

右
記
以
外
に
も
手
当
の
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
必
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
制
限

　
手
当
を
受
け
る
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定

額
以
上
の
場
合
は
、
そ
の
年
度
（
11
月
か
ら

翌
年
の
10
月
ま
で
）
は
、
手
当
の
全
部
ま
た

は
一
部
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

※�

詳
細
な
金
額
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

�

ま
た
、
所
得
に
は
、
前
年
に
父
ま
た
は
母

お
よ
び
児
童
が
受
け
取
っ
た
養
育
費
の
８

割
が
合
算
さ
れ
ま
す
。

　

�

な
お
、
扶
養
義
務
者
（
同
居
の
直
系
血
族

お
よ
び
兄
弟
姉
妹
）
な
ど
の
所
得
に
よ
る

所
得
制
限
も
あ
り
ま
す
。

▼
手
当
額
（
月
額
）

　
受
給
資
格
者
（
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や
母

な
ど
）
が
監
護
・
養
育
す
る
児
童
の
数
や
受

給
資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す
。
令
和
8
年
４
月
か
ら
、
左
記
の
と
お
り

手
当
額
（
月
額
）
が
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届　
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
提
出
を
‼

▼
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
受
給
資
格
者
お
よ

び
該
当
す
る
児
童
の
戸
籍
謄
本
な
ど
が
必
要

で
す
。

※�

申
請
理
由
や
世
帯
状
況
な
ど
に
よ
り
必
要

な
書
類
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
役
場

子
育
て
支
援
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
公
的
年
金
給
付
と
の
併
給

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
者
や
対
象
児

童
が
公
的
年
金
給
付
な
ど
を
受
給
で
き
る
場

合
お
よ
び
対
象
児
童
が
公
的
年
金
の
加
算
対

象
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
受
給
額
お

よ
び
加
算
額
の
月
額
が
児
童
扶
養
手
当
月
額

（
所
得
制
限
後
の
額
）
よ
り
低
け
れ
ば
、
そ

の
差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。　

　

ま
た
、
令
和
３
年
３
月
分
の
手
当
以
降
、

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
が
障
害
年
金
の
子

の
加
算
部
分
の
額
を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差

額
を
児
童
扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
対
象
に
該
当
す
る

方
で
申
請
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
左
記
問

い
合
わ
せ
先
に
ご
連
絡
の
上
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼�

問
い
合
わ
せ　

　
子
育
て
支
援
課　
子
育
て
支
援
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
４
5
）

○
児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
：
４
万
8
0
5
0
円

一
部
支
給
：
４
万
8
0
4
0
円
～

　
　
　
　
　
　
　
１
万
1
3
4
0
円

○
児
童
２
人
以
上
の
場
合
の
加
算
額

・�

２
人
目

　
全
部
支
給
：
５
万
9
4
0
0
円

　
一
部
支
給
：
５
万
9
3
8
0
円
～

　
　
　
　
　
　
　
１
万
7
0
2
0
円

・�

３
人
目

　
全
部
支
給
：
7
万
0
7
5
0
円

　
一
部
支
給
：
7
万
0
7
2
0
円
～

　
　
　
　
　
　
　
２
万
２
7
0
0
円


